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《
は
じ
め
に
》

筆
者
は
東
西
の
文
学
・
歴
史
・
芸
術
を
対
象
と
す
る
広
領
域
の
人
文
学
科
に

籍
を
お
い
て
い
る
。
新
入
生
と
面
談
し
て
い
る
と
、
日
本
史
や
世
界
史
を
学
び

た
い
と
い
う
学
生
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
の
に
対
し
、
美
術
史
を
学
び
た

い
と
い
う
意
思
を
持
っ
て
入
学
し
て
く
る
学
生
は
皆
無
に
近
い
よ
う
に
感
じ
る
。

高
校
に
は
美
術
史
な
ど
と
い
う
科
目
は
な
い
し
、
多
く
の
高
校
生
は
、
日
本
美

術
史
と
い
う
学
問
領
域
が
あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
日
本
美
術
へ
の
窓
口
は
少
な
い
。
そ
の
最
も
重
要
な
一
つ
は
日
本

史
の
教
科
書
で
あ
ろ
う
が
、
美
術
史
の
立
場
で
高
校
の
教
科
書
を
読
み
返
し
て

み
る
と
、
問
題
あ
り
と
感
じ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
大
学
で
日
本
美
術
史
を

教
え
る
教
員
に
と
っ
て
、
そ
の
作
品
選
定
の
偏
り
や
記
述
の
甘
さ
は
、
見
過
ご

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

高
校
の
日
本
史
教
科
書
は
か
な
り
の
種
類
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
記

述
が
詳
細
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
誇
る
の

が
、
山
川
出
版
社
の
『
詳
説
日
本
史
Ｂ
』（
以
下
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
『
詳
説
』

と
表
記
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
高
校
日
本
史
教
科
書
の
王
様
と
い
う
べ
き

『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
、
美
術
史
の
観
点
か
ら
検
討
を

加
え
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
時
代
を
対
象
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
の

だ
ろ
う
が
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の
で
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
に

絞
る
こ
と
と
し
、
筆
者
が
最
も
関
心
を
持
つ
江
戸
時
代
の
文
化
、
就
中
化
政
文

化
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
。

《
日
本
史
教
科
書
の
室
町
文
化
》

日
本
史
の
概
説
書
と
高
校
の
教
科
書
を
比
べ
て
み
る
と
、
文
化
の
名
称
や
時

代
区
分
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ

た
概
説
書
と
し
て
現
在
も
っ
と
も
よ
く
書
店
の
棚
で
見
か
け
る
『
概
論
日
本
歴

史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
比
較
し
な
が
ら
、『
詳
説
』
の
文
化
に

論
　
文日

本
史
教
科
書
の
美
術
史
（
一
）
─
─
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
検
討
─
─

矢
島
　
新
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関
す
る
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
『
概
論
日
本
歴
史
』
は
室
町
時
代
の
文
化
に
つ
い
て
、「
中
世
後
期
の

文
化
」（
執
筆
＝
千
々
和
到
）
の
項
目
で
一
括
し
て
記
述
し
て
い
る
。
室
町
文

化
と
い
え
ば
北
山
文
化
と
東
山
文
化
を
思
い
出
さ
れ
る
方
が
多
い
だ
ろ
う
が
、

『
概
論
日
本
歴
史
』
に
は
そ
れ
ら
の
よ
く
知
ら
れ
た
時
代
区
分
は
な
く
、
欄
外

の
注
で
触
れ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
美
術
史
の
概
説
書
の
場

合
も
、
室
町
時
代
を
細
か
く
区
分
す
る
の
は
少
数
派
で
あ
る
。

一
方
、
最
新
版
『
詳
説
』
の
記
述
は
、
最
初
に
「
室
町
文
化
」
の
項
目
を
置

い
て
全
体
を
概
観
し
、
続
い
て
「
南
北
朝
文
化
」、「
北
山
文
化
」、「
東
山
文
化
」、

「
庶
民
文
芸
の
流
行
」、「
文
化
の
地
方
普
及
」、「
新
仏
教
の
発
展
」
と
六
つ
も

の
項
目
を
並
べ
て
い
る
。
標
題
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
前
三
者
が
時
代
の
流
れ
、

後
三
者
が
ジ
ャ
ン
ル
や
内
容
に
よ
る
区
分
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
後
三
者

に
関
し
て
は
、「
文
化
の
地
方
普
及
」
の
項
に
十
五
世
紀
前
半
の
関
東
管
領
上

杉
憲
実
に
よ
る
足
利
学
校
の
再
興
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
応
仁
の
乱
以

後
の
い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
の
動
向
が
記
述
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち

六
つ
の
項
目
全
体
が
ほ
ぼ
時
系
列
に
従
っ
て
お
り
、
か
な
り
細
か
な
時
代
区
分

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
戦
国
時
代
に
関
す
る
記
述
が
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
戦
国
（
時
代
の
）
文
化
」
と
い
っ
た
項
目
が
立

て
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

《
漢
画
の
優
遇
》

総
論
に
相
当
す
る
「
室
町
文
化
」
の
項
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
代
に

武
家
文
化
と
公
家
文
化
の
融
合
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
惣
村
や
都

市
の
民
衆
と
も
交
流
」
し
、「
中
央
文
化
と
地
方
文
化
の
融
合
も
進
」
ん
で
、

重
層
的
な
構
造
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
も
そ
う
し
た
構
図
の
大
枠
に
異
論
は
な
い
。
最
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る

日
本
美
術
史
の
概
説
書
で
あ
る
美
術
出
版
社
の
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史（

（
（

』
の

室
町
時
代（
執
筆
＝
島
尾
新
）
の
項
も
、「
美
術
史
に
と
っ
て
の
室
町
時
代
は「
多

様
化
の
時
代
」
と
も
「
ジ
ャ
ン
ル
の
再
編
」
の
時
代
と
も
い
え
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

執
筆
者
島
尾
は
、「
武
家
文
化
」
と
「
公
家
文
化
」
の
代
わ
り
に
、「
漢
」
と

「
和
」
と
い
う
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
漢
」
は
中
国

に
留
学
し
た
禅
僧
が
持
ち
帰
っ
た
水
墨
画
を
い
い
、「
和
」
は
平
安
時
代
以
来

の
や
ま
と
絵
な
ど
を
指
し
て
い
る
。

日
本
史
の
教
科
書
は「
漢
」
を
代
表
す
る
水
墨
画
が
お
好
き
ら
し
い
。『
詳
説
』

は
各
時
代
の
文
化
の
ペ
ー
ジ
に
主
要
な
美
術
作
品
の
一
覧
表
を
掲
げ
（
暗
記
を

促
し
）
て
い
る
が
、
室
町
時
代
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
寒
山
図
（
可
翁
）、
瓢

鮎
図
（
如
拙
）、
四
季
山
水
図
巻
〔
山
水
長
巻
〕（
雪
舟
）、
冬
秋
山
水
図
（
雪
舟
）、

天
橋
立
図
（
雪
舟
）、
周
茂
叔
愛
蓮
図
（
狩
野
正
信
）、
大
仙
院
花
鳥
図
（
伝
狩

野
元
信
）、
寒
山
拾
得
図
（
伝
周
文
）
の
８
作
品
を
選
ん
で
お
り
、
す
べ
て
が

水
墨
画
か
水
墨
の
技
術
を
主
体
に
着
彩
を
加
え
た
作
品
、
す
な
わ
ち
美
術
史
で

言
う
と
こ
ろ
の
漢
画
で
あ
る
。
し
か
も
可
翁
と
周
文
に
つ
い
て
は
代
表
作
で
は

な
く
、
専
門
家
で
も
す
ぐ
に
思
い
出
せ
ぬ
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
な
作
品
が
選
ば
れ

て
い
る
。

こ
の
事
実
を
裏
返
せ
ば
、
武
家
文
化
と
公
家
文
化
と
の
融
合
が
強
調
さ
れ
る
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
術
に
お
け
る
公
家
文
化
の
代
表
で
あ
る
や
ま
と
絵
は
、

ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
記
述
も
、
当
時
の
や
ま
と
絵
の
重
鎮
で

あ
る
土
佐
光
信
に
わ
ず
か
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美

術
史
』
で
は
、「
和
」
の
中
核
で
あ
る
や
ま
と
絵
に
つ
い
て
か
な
り
の
行
数
を

割
い
て
お
り
、
図
版
も
五
点
載
せ
て
い
る
（
漢
画
系
の
図
版
は
十
一
点
）。

日
本
史
教
科
書
に
お
け
る
漢
画
の
優
遇
は
、
戦
前
の
日
本
史
概
説
書
を
受
け

継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
史
概
説
書
草
創
期
の
金
字
塔
と
い
う
べ
き
黒
板

勝
美
著
『
国
史
の
研
究　

各
説
の
部
』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
）
は
、

そ
も
そ
も
文
化
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
室
町
時
代
に
は

「
書
画
の
流
行
」
と
い
う
小
項
目
を
立
て
て
、
明
兆
、
如
拙
、
周
文
、
相
阿
弥
、

祥
啓
、
雪
舟
、
雲
谷
派
、
雪
村
、
秋
月
と
多
く
の
画
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

中
で
も
雪
舟
に
つ
い
て
は
山
水
長
巻
や
破
墨
山
水
図
な
ど
の
具
体
的
な
作
品
に

言
及
し
、
数
少
な
い
図
版
の
一
つ
に
選
ん
で
い
る
。
破
格
の
厚
遇
と
い
う
べ
き

だ
が
、
江
戸
時
代
に
画
聖
と
呼
ば
れ
た
雪
舟
の
知
名
度
は
近
代
に
入
っ
て
も
衰

え
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
水
墨
画
は
、
常
に
室
町
文
化
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。

こ
の
黒
板
の
著
作
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
史
概
説
書
や
教
科
書
は
、

土
佐
光
信
の
絵
巻
を
載
せ
る
も
の
が
稀
に
あ
る
ほ
か
は
、
室
町
時
代
の
や
ま
と

絵
を
ほ
と
ん
ど
図
版
に
採
用
し
て
い
な
い
。
た
だ
そ
う
し
た
扱
い
の
軽
さ
に
は
、

致
し
方
な
い
面
も
あ
っ
た
。
当
時
は
絵
巻
以
外
の
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
の
優

秀
作
品
が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
新
来
の
水
墨
画
の

多
く
が
掛
幅
装
の
鑑
賞
画
だ
っ
た
の
に
対
し
、
や
ま
と
絵
は
生
活
の
道
具
で
あ

る
襖
や
屏
風
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
京
都
の
貴
族
の
邸
宅
や
寺

院
が
灰
燼
に
帰
し
た
応
仁
の
乱
で
、
大
画
面
の
や
ま
と
絵
の
多
く
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
季
花
木
図
屏

風
（
図
１
）
や
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
（
と
も
に
出
光
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
室

町
時
代
の
優
れ
た
や
ま
と
絵
屏
風
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

図
１　

四
季
花
木
図
屏
風
（
出
光
美
術
館
）
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ら
の
屏
風
の
出
現
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
に
対
す
る
認
識
は
大
き

く
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
九
九
一
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た
『
カ
ラ
ー

版
日
本
美
術
史
』
は
、
早
く
も
四
季
花
木
図
屏
風
を
図
版
に
し
て
い
る
し
、
近

年
の
美
術
全
集
等
で
は
、
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
の
割
合
が
か
つ
て
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
増
え
て
い
る
。
中
世
の
や
ま
と
絵
の
表
現
世
界
の
豊
か
さ
が
、

具
体
的
な
作
品
で
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
史
教
科
書
が
や
ま
と
絵
を

冷
遇
し
続
け
て
い
る
の
は
、
近
年
の
美
術
史
の
研
究
状
況
に
目
を
配
っ
て
い
な

い
こ
と
の
表
れ
だ
ろ
う
。

《
拡
大
し
た
東
山
時
代
》

『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日
本
史
教
科
書
は
、
南
北
朝
文
化
に
続

い
て
、
北
山
文
化
、
東
山
文
化
の
順
に
室
町
時
代
の
文
化
の
論
述
を
進
め
て
い

る
。
年
代
の
順
と
は
逆
に
な
る
が
、
明
治
時
代
に
す
で
に
文
化
が
栄
え
た
特
別

な
時
期
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
東
山
時
代
か
ら
、
検
討
を
加
え
て
み
る
。

先
ほ
ど
黒
板
勝
美
著
『
国
史
の
研
究　

各
説
の
部
』
の
雪
舟
へ
の
高
い
評
価

に
触
れ
た
が
、
同
書
に
は
「
東
山
時
代
の
美
術
工
芸
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

蒔
絵
な
ど
の
工
芸
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
、
中
国
か
ら
宋
元
時
代
の
古
画
が
多

数
輸
入
さ
れ
た
こ
と
、
猿
楽
が
流
行
し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他

の
時
代
の
文
化
に
比
べ
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
丁
寧
な
記
述
で
あ
る
。

美
術
史
に
お
い
て
も
東
山
時
代
は
早
く
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
先
駆

け
は
岡
倉
天
心
で
あ
る
。
天
心
は
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
明
治
二
十
三
年
（
一
八

九
〇
）
か
ら
三
年
間
東
京
美
術
学
校
で
日
本
初
の
日
本
美
術
史
を
講
じ
て
お
り
、

学
生
の
筆
記
に
基
づ
い
た
講
義
録
が
『
岡
倉
天
心
全
集
』
や
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
天
心
は
日
本
美
術
史
を
区
分
し
て
、

「
古
代
、
中
世
、
近
世
の
三
時
代
と
な
し
、
古
代
は
奈
良
朝
、
中
世
は
藤
原
氏

時
代
、
近
世
は
足
利
氏
時
代
」
と
す
る
独
自
の
史
観
を
提
示
し
て
い
る
。
足
利

時
代
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
四
分
し
て
、
第
一
期
を
東
山
時
代
、
第
二
期
を
豊
臣

時
代
、
第
三
期
を
寛
永
時
代
、
第
四
期
を
寛
政
時
代
と
名
付
け
て
い
る
。
江
戸

時
代
の
ピ
ー
ク
を
寛
永
と
寛
政
に
見
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

東
山
時
代
に
つ
い
て
は
、「
東
山
義
政
の
思
想
に
も
と
づ
き
、
雪
舟
、
正
信

等
輩
出
し
、
足
利
時
代
最
盛
の
期
な
り
」
と
評
し
て
お
り
、
日
本
美
術
史
全
体

で
も
ピ
ー
ク
と
と
ら
え
て
い
た
よ
う
だ
。
天
心
が
取
り
上
げ
た
画
人
は
、
如
拙
、

周
文
、
秀
文
、
狩
野
正
信
、
祥
啓
、
蛇
足
、
雪
村
、
能
阿
弥
、
芸
阿
弥
、
相
阿

弥
、
宗
湛
、
宗
栗
、
秋
月
、
周
耕
、
宗
淵
、
周
徳
、
之
信
、
宗
信
、
秀
頼
、
松

栄
、
六
角
寂
済
、
土
佐
光
信
、
粟
田
口
隆
光
と
多
く
を
数
え
る
。
中
で
も
周
文
、

雪
舟
、
雪
村
、
正
信
、
元
信
、
光
信
に
つ
い
て
は
記
述
が
詳
し
く
、
一
段
高
く

評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
黒
板
勝
美
ら
戦
前
の
歴
史
学
者
の
室
町

美
術
観
は
、
高
名
な
美
術
史
学
者
天
心
の
見
解
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
。『

国
史
大
辞
典　

第
十
一
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
の
東
山
文
化

の
項
目
（
執
筆
＝
林
屋
辰
三
郎
）
は
、
年
代
の
範
囲
の
検
討
か
ら
始
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
中
核
は
将
軍
義
政
（
一
四
三
六-

九
〇
）
が
東
山
山
荘
に
移
っ
て
東

山
殿
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
か
ら
没
し
た
延

徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
ま
で
の
七
年
間
だ
が
、
一
般
に
は
義
政
が
家
督
を
継
い

だ
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
か
ら
没
年
（
一
四
九
〇
）
ま
で
と
さ
れ
、
近
年
で
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は
義
政
が
生
ま
れ
た
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
か
ら
没
後
十
年
を
経
た
明
応
九

年
（
一
五
〇
〇
）
ま
で
と
す
る
見
方
も
あ
る
と
、
三
つ
の
見
解
を
紹
介
し
て
い

る
。
天
心
が
「
東
山
義
政
の
思
想
に
も
と
づ
き
」
と
前
置
き
し
た
よ
う
に
、
当

初
は
義
政
の
趣
味
や
個
性
の
表
れ
と
し
て
の
狭
義
の
東
山
文
化
が
研
究
対
象
と

さ
れ
、
そ
の
後
し
だ
い
に
範
囲
が
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
。

範
囲
を
六
十
五
年
間
に
拡
大
し
た
第
三
説
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
林
屋
に
よ

れ
ば
「
東
山
殿
の
個
性
を
発
揮
さ
せ
た
原
動
力
と
し
て
の
経
済
的
負
担
は
、
当

時
の
幕
府
の
財
政
上
か
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
土
倉
に
負
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
市
中

の
土
倉
と
そ
の
裾
野
を
な
す
町
衆
の
活
力
が
、
東
山
殿
を
通
じ
て
発
散
し
て
東

山
文
化
と
な
っ
た
」
と
見
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
い
か
に
も
近
代
歴
史
学
に

よ
る
文
化
の
定
義
で
あ
る
。

狭
義
の
東
山
文
化
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
代
に
茶
の
湯
の
原
型
が
生

ま
れ
、
わ
び
の
美
学
が
萌
芽
し
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
東
山

山
荘
で
楽
し
ま
れ
て
い
た
書
院
の
茶
は
東
山
流
と
い
う
流
派
を
形
成
し
、
義
政

の
愛
玩
し
た
中
国
絵
画
や
茶
道
具
は
、「
東
山
御
物
」
と
呼
ば
れ
て
茶
の
湯
の

世
界
で
大
変
な
尊
崇
を
受
け
て
き
た
。『
詳
説
』
は
東
山
文
化
の
特
徴
を
、「
禅

の
精
神
に
も
と
づ
く
簡
素
さ
と
、
伝
統
文
化
の
幽
玄
・
侘
を
精
神
的
な
基
調
と

し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

出
発
点
と
し
て
の
狭
義
の
東
山
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
押
板
（
床
の
間
）
に

能
阿
弥
ら
同
朋
衆
が
選
ん
だ
渋
い
唐
絵
が
掛
か
り
、
狩
野
正
信
（
一
四
三
四
？

～
一
五
三
〇
）
ら
が
水
墨
で
山
水
を
描
い
た
襖
で
仕
切
ら
れ
た
書
院
で
行
わ
れ

た
茶
会
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
狭
隘
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
出
発

し
た
用
語
が
次
第
に
拡
大
解
釈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
述
す
る
い
く
つ
か
の

混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

狩
野
派
の
基
礎
を
築
い
た
正
信
は
義
政
周
辺
の
文
化
環
境
で
育
っ
た
東
山
時

代
の
絵
師
で
あ
る
が
、
子
の
元
信
（
一
四
七
六
～
一
五
五
九
）
は
、
十
六
世
紀

前
半
が
活
躍
期
で
あ
る
。
東
山
文
化
に
関
す
る
先
の
三
つ
の
説
で
は
、
狭
義
で

は
七
年
間
、
広
義
で
は
六
十
五
年
間
と
か
な
り
幅
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も

十
五
世
紀
後
半
と
し
て
い
た
。
元
信
は
室
町
時
代
後
半
の
最
も
重
要
な
絵
師
だ

が
、
東
山
時
代
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
の
絵
師
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
多
く
の

教
科
書
は
元
信
を
東
山
文
化
の
項
で
扱
っ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
後
半
の
絵
画

に
関
す
る
事
項
は
す
べ
て
東
山
文
化
に
押
し
込
ん
で
、
同
じ
文
脈
で
説
明
し
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

《
北
山
文
化
ｖ
ｓ
東
山
文
化
》

『
詳
説
』
の
北
山
文
化
の
項
を
慎
重
に
読
ん
で
も
、
時
代
の
特
徴
や
、
東
山

文
化
と
の
違
い
が
見
え
て
こ
な
い
。
天
心
の
『
日
本
美
術
史
』
や
黒
板
の
『
国

史
の
研
究　

各
説
の
部
』
に
は
実
は
北
山
文
化
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
の
日
本
史
概
説
書
、
た
と
え
ば
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
川

上
多
助
著
『
日
本
歴
史
概
説
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
室
町
文
化

に
つ
い
て
は
東
山
時
代
だ
け
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
の
旧
制
中
学
の
教
科

書
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
た
が
、
東
山
時
代
な
い
し
東
山
文
化
の
語
は
必
ず
用

い
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
北
山
文
化
と
い
う
項
目
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
は
戦
後
し
ば
ら
く
の
教
科
書
で
も
続
い
て
い
る
。
一
九
五
二
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年
に
出
版
さ
れ
た
山
川
出
版
社
の
『
日
本
史
』
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八

九
）
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
の
史
学
科
に
設
置
さ
れ
た

史
学
会
が
編
集
し
た
教
科
書
で
、『
詳
説
』
の
前
身
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
も
や
は
り
東
山
文
化
の
み
が
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
五
三
年
の
大

修
館
書
店
『
高
等
日
本
史
』（
肥
後
和
夫
）
も
同
様
で
あ
り
、
一
九
五
二
年
の

三
省
堂
『
新
日
本
史
全
』（
家
永
三
郎
）
と
好
学
社
『
高
等
日
本
史
』（
坂
本
太

郎
・
家
永
三
郎
）
の
よ
う
に
、
東
山
文
化
と
北
山
文
化
の
語
を
と
も
に
使
わ
な

い
例
さ
え
見
ら
れ
た
。

筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
教
科
書
に
北
山
文
化
の
語
が
使
わ
れ
た
早
い
例

は
一
九
五
四
年
の
修
文
館
『
日
本
史
読
本
』（
時
野
谷
勝
・
後
藤
陽
一
）
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
室
町
文
化
に
立
て
ら
れ
た
項
目
は
「
禅
宗
文
化
」
と
「
東
山
文
化
」

で
あ
っ
て
、
ま
だ
北
山
文
化
と
い
う
項
目
は
な
い
。
本
文
中
に
「
こ
の
時
代
の

初
め
義
満
の
つ
く
っ
た
金
閣
の
代
表
す
る
「
北
山
文
化
」
は
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ

の
面
に
従
来
の
貴
族
文
化
の
な
ご
り
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か

し
義
政
が
応
仁
の
乱
後
東
山
に
つ
く
っ
た
銀
閣
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
東

山
文
化
に
な
る
と
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

項
目
と
し
て
北
山
文
化
を
独
立
さ
せ
た
の
は
、
翌
一
九
五
五
年
の
実
教
出
版

『
高
校
日
本
史
』（
西
岡
虎
之
助
）
が
最
初
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
教
科
書
で
は

第
６
章
「
封
建
社
会
の
発
展
」
の
第
１
節
「
南
北
朝
の
動
乱
と
室
町
幕
府
」
の

中
に
北
山
文
化
、
同
章
第
３
節
「
応
仁
の
乱
」
の
中
に
東
山
文
化
の
項
目
が
、

同
じ
格
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
の
各
社
の
教
科
書
は
、
北
山
文
化
と

東
山
文
化
を
並
置
す
る
形
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

当
時
の
概
説
書
や
専
門
書
を
検
証
す
る
と
、
一
九
五
三
年
の
石
井
良
助
著

『
日
本
史
概
説
』（
創
文
社
）
で
は
東
山
文
化
の
み
が
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
「
東
山
文
化
と
い
う
と
通
例
、
建
武
中
興
ま
た
は
南
北
朝
合
一
以
後
応

仁
の
乱
勃
発
ま
た
は
戦
国
時
代
末
ま
で
の
文
化
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
室
町
文
化
を
つ
き
つ
め
た
も
の
が
東
山
文
化
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

室
町
文
化
と
応
仁
以
後
の
文
化
と
の
間
で
は
、
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
、
東

山
文
化
は
む
し
ろ
、
江
戸
時
代
の
わ
び
・
さ
び
の
源
流
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
の
で
、
応
仁
の
乱
以
後
の
文
化
を
、
東
山
文
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
」
と
い
う
石
井
独
自
の
定
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
東
山
文
化
」
の
項
目
は
第
五
篇
近
世
の
第
一
章
「
戦
国
時
代
」
の
第

４
節
で
あ
る
が
、
そ
の
少
し
前
の
第
四
篇
中
世
の
第
三
章
「
庄
園
的
封
建
社
会

の
衰
退
」
の
第
４
節
は
、「
室
町
文
化
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
石
井
は
応
仁
の

乱
を
大
き
な
転
換
点
と
見
て
そ
の
前
後
で
中
世
と
近
世
を
分
か
ち
、
そ
れ
と
対

応
さ
せ
て
応
仁
の
乱
以
前
を
「
室
町
文
化
」（
北
山
文
化
で
は
な
い
）、
以
後
を

「
東
山
文
化
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
を
含
め
た
室
町
時
代
後
半
の

文
化
全
体
を
東
山
文
化
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
室
町
時
代
の
文
化
を

応
仁
の
乱
で
二
分
す
る
と
ら
え
方
に
は
肯
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の
石
井
独
自
の
時
代
区
分
は
、
一
九
五
三
年
当
時
東
山
文
化
と
い
う
概
念

さ
え
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
石
井
は
日
本
史
研

究
者
と
し
て
は
異
色
の
東
大
法
学
部
出
身
で
あ
り
、
法
制
史
を
専
門
に
し
て
い

た
。
東
大
国
史
学
研
究
室
の
し
が
ら
み
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
う
し
た
自
由
な
立
場
が
斬
新
な
史
観
を
生
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

同
じ
一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
林
屋
辰
三
郎
著『
中
世
文
化
の
基
調
』（
東

京
大
学
出
版
会
）
は
、
そ
の
後
の
室
町
文
化
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
一
冊
と



日本史教科書の美術史（一）──室町時代から江戸時代初期の検討──

79

い
わ
れ
て
い
る
。
林
屋
に
つ
い
て
は
す
で
に
名
前
を
挙
げ
て
い
る
が
、
京
都
帝

国
大
学
の
出
身
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
文
化
史
が
専
門
で
あ
る
。
こ

の
三
五
九
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
著
作
の
中
で
、
北
山
文
化
と
い
う
語
は
た
だ
一
か
所
、

「
東
山
時
代
と
民
衆
の
生
活
」
の
項
目
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
東
山
時
代
は

も
と
よ
り
足
利
義
政
を
中
心
と
す
る
東
山
文
化
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
東
山
文
化
に
先
立
っ
て
北
山
文
化
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と

い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
「
北
山
文
化
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
少

し
ぼ
か
し
た
言
い
方
は
、
北
山
文
化
と
い
う
語
が
よ
う
や
く
使
わ
れ
始
め
た
状

況
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
著
作
を
見
る
限
り
、
一
九
五
三
年
当
時
ま
だ
北
山
文
化
と
い
う

概
念
が
研
究
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

翌
一
九
五
四
年
に
修
文
館
『
日
本
史
読
本
』
が
北
山
文
化
の
語
を
本
文
中
で
使

い
、
そ
の
翌
年
の
実
教
出
版『
高
校
日
本
史
』
が
独
立
し
た
項
目
名
と
し
て
使
っ

た
の
は
、
か
な
り
大
胆
な
判
断
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
後
北
山
文
化

と
い
う
概
念
が
次
第
に
定
着
し
て
い
く
の
だ
が
、
教
科
書
が
採
用
し
た
こ
と
が
、

用
語
の
定
着
を
促
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
と
、
日
本
史
教
科
書
に
お
い
て
は
、
北
山

文
化
と
東
山
文
化
の
並
置
が
定
着
し
て
い
く
。
一
九
六
八
年
に
出
版
さ
れ
た
十

一
社
十
四
種
の
教
科
書
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
総
論
の
本
文
中
で
言
及
す
る
簡
略

タ
イ
プ
と
、
両
者
に
項
目
を
立
て
て
詳
し
く
述
べ
る
タ
イ
プ
に
二
分
さ
れ
る
も

の
の
、
実
に
十
三
種
が
北
山
文
化
と
東
山
文
化
を
ほ
ぼ
同
列
に
記
述
し
て
お
り
、

北
山
文
化
に
言
及
し
な
い
教
科
書
は
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。
教
科
書
に
お
い
て

北
山
文
化
は
完
全
に
市
民
権
を
得
た
と
み
て
良
い
が
、
そ
れ
は
日
本
人
の
常
識

に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

一
方
日
本
史
概
説
書
に
お
い
て
は
、
北
山
文
化
を
東
山
文
化
と
同
列
に
扱
う

も
の
が
あ
る
一
方
で
、
北
山
文
化
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
旧
来
型
も
見
ら
れ

た
。両

者
を
同
列
に
扱
う
例
と
し
て
は
、
一
九
八
五
年
の
『
日
本
歴
史
大
系
２　

中
世
』（
永
原
慶
二
他
、
山
川
出
版
社
）
が
代
表
的
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
分

厚
い
概
説
書
は
『
詳
説
』
の
出
版
元
で
あ
る
山
川
出
版
社
の
刊
行
で
あ
る
が
、

同
社
の
看
板
で
あ
る
『
詳
説
』
と
よ
く
似
た
章
立
て
を
採
用
し
て
、
北
山
文
化

と
東
山
文
化
を
同
格
で
並
置
し
て
い
る
。

後
者
の
北
山
文
化
に
あ
ま
り
重
き
を
置
か
な
い
例
と
し
て
は
、
一
九
七
五
年

の
佐
々
木
銀
彌
著
『
日
本
の
歴
史
第
十
三
巻　

室
町
幕
府
』（
小
学
館
）
や
、

一
九
九
三
年
の
『
日
本
歴
史
館
』（
小
学
館
、
室
町
時
代
執
筆
＝
峰
岸
純
夫
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
『
日
本
歴
史
館
』
の
室
町
時
代
を
扱
う
第
５
室
「
戦
国

の
争
い
」
の
章
立
て
は
独
特
で
あ
る
。
大
き
な
項
目
と
し
て「
室
町
幕
府
」、「
東

西
の
大
乱
と
東
山
文
化
」、
そ
れ
に
「
室
町
の
文
芸
」
を
順
に
置
き
、「
室
町
幕

府
」
の
中
に「
足
利
義
満
と
金
閣
」、「
東
西
の
大
乱
と
東
山
文
化
」
の
中
に「
銀

閣
と
足
利
義
政
」
と
い
う
小
項
目
を
配
置
し
て
い
る
。
小
項
目
の
レ
ベ
ル
で
は

金
閣
と
銀
閣
を
同
列
に
扱
う
も
の
の
、
大
項
目
の
レ
ベ
ル
で
は
東
山
文
化
だ
け

を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
室
町
の
文
芸
」
と
い
う
大
項
目
を
別
に

置
い
て
、
そ
こ
に
「
雪
舟
と
山
水
画
」
と
い
う
小
項
目
を
配
置
し
て
い
る
。
美

術
の
流
れ
と
、
義
満
の
時
代
か
ら
義
政
の
時
代
へ
の
推
移
を
、
切
り
離
し
た
の

で
あ
る
。
周
到
に
考
え
ら
れ
た
項
目
立
て
で
あ
る
。
こ
の
二
書
が
と
も
に
小
学

館
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
が
、
教
科
書
に
お
い
て
は
一
九
六
〇
年
代
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に
は
北
山
文
化
が
定
着
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
書
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
北
山
文
化
が
登
場
し
た
の
に
は
、
歴
史
研
究
が
深
化
し
て

い
く
状
況
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
研
究
の
進
展
に

よ
っ
て
義
満
の
時
代
に
も
評
価
す
べ
き
文
化
事
象
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
を
東
山
文
化
に
含
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
末
ま
で
を
ま
と
め
て
室
町
文
化
、
あ
る
い

は
室
町
中
期
の
文
化
と
で
も
呼
べ
ば
問
題
は
な
い
が
、
慣
れ
親
し
ま
れ
て
き
た

東
山
文
化
と
い
う
呼
称
を
使
わ
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
銀
閣
の
東
山
に
対

置
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
金
閣
の
北
山
で
あ
る
か
ら
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五

世
紀
前
半
の
文
化
を
、
世
紀
の
後
半
の
東
山
文
化
と
対
置
さ
せ
て
北
山
文
化
と

呼
ぼ
う
、
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
東
山
文
化
」

と
い
う
概
念
や
用
語
が
あ
ま
り
に
も
確
固
と
し
て
あ
っ
た
が
故
に
、「
北
山
文

化
」
は
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
美
術
史
概
説
書
の
室
町
時
代
》

美
術
史
の
概
説
書
は
室
町
文
化
を
ど
う
扱
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

少
し
古
い
美
術
史
概
説
書
を
読
み
返
し
て
ま
ず
気
づ
か
れ
る
の
は
、
谷
信
一

著
『
日
本
美
術
史
概
説
』（
東
京
堂
、
一
九
四
八
年
）、
久
野
健
・
持
丸
一
夫
著

『
日
本
美
術
史
要
説
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
四
年
）、
町
田
甲
一
著
『
概
説

日
本
美
術
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
久
野
健
・
辻
惟
雄
・
永
井
信

一
著
『
美
術
史
〈
日
本
〉』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
）
な
ど
の
主
要
な
概

説
書
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
細
か
く
時
代
を
区
分
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
と
い
っ
た
大
き
な
区
分
は
あ
る
が
、
そ
の
中
は

建
築
・
彫
刻
・
絵
画
・
書
・
工
芸
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
各
ジ
ャ
ン
ル
は
年
代
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
る
も
の
の
、
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断

し
て
北
山
文
化
や
東
山
文
化
な
ど
の
小
区
分
を
設
け
る
概
説
書
は
皆
無
に
近
い

の
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
美
術
史
』（
山
根
有
三
監
修
、
美
術
出

版
社
）
は
、
当
時
の
日
本
美
術
史
概
説
書
の
決
定
版
と
言
う
べ
き
一
書
で
あ
る
。

そ
の
室
町
時
代
（
執
筆
＝
赤
沢
英
二
）
を
見
る
と
、「
は
じ
め
に
」
の
項
に
「
そ

の
初
頭
に
義
満
を
中
心
と
す
る
北
山
文
化
、
中
期
に
義
政
の
東
山
文
化
、
後
期

に
は
地
方
守
護
大
名
に
よ
る
地
方
文
化
の
台
頭
が
あ
る
」
と
あ
っ
て
、
わ
ず
か

に
北
山
文
化
と
東
山
文
化
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
や
は
り
建
築
、
彫

刻
、
絵
画
、
工
芸
、
書
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
記
述
し
て
い
る
。
記
述
量
が
多
い

絵
画
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
漢
画
、
宋
元
画
、
大
和
絵
に
分
け
て
お
り
、
こ
れ
も

含
め
れ
ば
、
都
合
七
つ
も
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
割
し
て
室
町
美
術
を
論
じ
て
い
る
。

日
本
美
術
史
の
概
説
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
宋
元
画
に
つ
い
て

も
項
目
を
立
て
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
が
、
中
国
絵
画
の
影
響
を
強
く
受
け

な
が
ら
展
開
し
た
室
町
画
壇
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
漢
画
の
ジ
ャ
ン
ル
は
輸
入
さ
れ
た
宋
元
の
水
墨
画
に
倣
っ
た
日
本

の
水
墨
系
の
作
品
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
室
町
美
術
の
中
核
で
あ
る
だ
け
に

記
述
量
が
多
く
、
こ
こ
に
の
み
時
代
順
の
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
宋
元
画
の
受
け
入
れ
」、「
可
翁
か
ら
明
兆
へ
」、「
周
文
の
時
代
」、「
東
山
時

代
」、「
雪
舟
か
ら
雪
村
へ
」
の
五
つ
で
あ
る
。「
東
山
時
代
」
の
項
目
は
あ
る
が
、
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義
満
の
時
代
は
「
周
文
の
時
代
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
北
山
時
代
で
は
な
い
。

東
山
時
代
や
東
山
文
化
は
美
術
史
に
お
い
て
は
岡
倉
天
心
以
来
使
わ
れ
続
け
て

き
た
用
語
で
あ
り
、
義
政
の
所
蔵
品
を
指
す
「
東
山
御
物
」
も
し
ば
し
ば
使
わ

れ
る
重
要
な
用
語
な
の
で
使
わ
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
北
山
時
代
や
北
山

文
化
は
ま
だ
市
民
権
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

先
に
も
書
名
を
出
し
て
い
る
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』（
辻
惟
雄
監
修
、

室
町
時
代
執
筆
＝
島
尾
新
、
一
九
九
一
年
）
は
、
日
本
美
術
史
の
概
説
書
と
し

て
は
お
そ
ら
く
最
も
多
く
の
部
数
が
発
行
さ
れ
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
現

在
で
も
美
術
史
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
見
な
さ
れ
て
い
る
一
冊
で
あ
る
が
、
そ
の

室
町
時
代
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
北
山
文
化
は
お
ろ
か
東
山
文
化
と
い
う
語
さ
え
使

わ
れ
て
い
な
い
。
全
体
は
「
室
町
美
術
の
場
」
と
、「
室
町
美
術
の
特
徴
点
」

と
い
う
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
さ
ら
に
「
会
所
の

美
術
」、「
和
の
美
術
」、「
禅
宗
の
美
術
」、「
茶
の
美
術
」
に
細
分
さ
れ
、
後
者

は
「
屏
風
」、「
扇
面
画
と
御
伽
草
子
絵
巻
」、「
美
術
の
家
系
の
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
」、

「
地
方
の
美
術
」、「
そ
の
他
の
画
家
」
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
項
目
名
を
見
る
と
、
年
代
ご
と
に
輪
切
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
が
絡
み
合
い
な
が
ら
、
美
術
を
め
ぐ
る
構
造
が
重
層
化
し
た
様
相
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
で
室
町
時
代
を
担
当
し
た
島
尾
は
、『
日
本
美
術

館
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
で
も
室
町
時
代
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
分
厚
い
概
説
書
の
室
町
時
代
の
記
述
に
も
、
北
山
文
化
と
東
山
文
化
は
ほ

と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。
わ
ず
か
に
登
場
す
る
の
は
、
島
尾
自
身
が
執
筆
し
た

「
ス
ー
パ
ー
美
術
館　

金
閣
と
銀
閣
」
と
い
う
特
集
ペ
ー
ジ
の
、「
金
閣
と
銀
閣

は
、
北
山
文
化
と
東
山
文
化
の
象
徴
と
し
て
対
比
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

確
か
に
一
方
は
金
ぴ
か
で
他
方
は
地
味
だ
か
ら
、
ま
っ
た
く
異
な
る
趣
味
の
産

物
に
思
え
る
。
し
か
し
、
実
は
両
者
の
間
に
は
共
通
す
る
部
分
の
方
が
大
き
い
。

（
中
略
）
大
き
く
み
れ
ば
、
金
閣
と
銀
閣
は
ひ
と
つ
の
流
れ
の
最
初
と
最
後
を

象
徴
す
る
建
物
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
箇
所
の
み
で
あ
る
。

こ
の
文
を
読
め
ば
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
島
尾
は
北
山
文
化
と
東
山
文
化
を

対
比
的
に
論
じ
て
は
い
な
い
。
島
尾
の
言
う
よ
う
に
金
閣
と
銀
閣
は
と
も
に

「
下
層
が
住
宅
風
、
上
層
が
禅
宗
風
の
仏
殿
」
と
い
う
折
衷
的
な
建
築
で
あ
り
、

室
町
文
化
の
重
層
的
な
構
造
を
象
徴
す
る
点
で
、
兄
弟
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
。

室
町
美
術
の
要
で
あ
る
水
墨
画
に
つ
い
て
も
、
北
山
時
代
と
東
山
時
代
で
表
現

が
さ
ほ
ど
大
き
く
変
質
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
如
拙
か
ら
初
期
の
雪
舟
や
狩
野

正
信
に
至
る
流
れ
の
中
で
の
ゆ
る
や
か
な
変
化
と
見
れ
ば
十
分
な
の
で
は
な
い

か
。

《
室
町
文
化
の
前
期
と
後
期
》

近
年
出
版
さ
れ
た
室
町
時
代
史
で
あ
る
桜
井
英
治
著
『
室
町
人
の
精
神
史（

（
（

』

は
、
そ
の
第
五
章
「
酔
狂
の
世
紀
」
を
文
化
史
に
割
り
当
て
て
い
る
が
、
そ
こ

に
は
「
応
永
・
永
享
文
化
」
と
い
う
項
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
義
満
と
義
政
に

挟
ま
れ
た
義
持
（
在
任
一
三
九
四
～
一
四
二
三
）
と
義
教
（
在
任
一
四
二
八
～

四
一
）
の
時
代
の
文
化
を
扱
う
こ
の
項
目
に
は
、「
応
永
・
永
享
年
間
は
多
く

の
分
野
に
天
才
が
輩
出
し
た
時
代
」
で
あ
り
、「
応
永
・
永
享
年
間
と
い
う
と

一
般
に
は
北
山
文
化
に
含
め
ら
れ
る
が
、
北
山
文
化
と
は
文
字
ど
お
り
義
満
の
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北
山
亭
時
代
に
文
化
的
ピ
ー
ク
を
置
く
概
念
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
で
は
世
阿

弥
や
心
敬
が
義
持
・
義
教
時
代
に
認
め
て
い
た
積
極
的
意
味
を
掬
い
き
れ
な
い

う
ら
み
が
あ
る
。
義
持
・
義
教
時
代
の
文
化
を
高
く
評
価
す
る
見
解
は
和
辻
哲

郎
以
来
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
主
張
さ
れ
つ
づ
け
て
は
い
る
も
の
の
、
北
山
文

化
と
東
山
文
化
の
知
名
度
に
押
さ
れ
て
い
ま
だ
正
当
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
時
代
を
細
か
く
区
分

す
べ
き
と
い
う
主
張
と
も
、
北
山
文
化
と
東
山
文
化
の
み
を
言
い
立
て
て
も
意

味
は
薄
い
、
と
い
う
主
張
と
も
受
け
取
れ
る
。

義
満
か
ら
義
政
に
か
け
て
の
時
代
は
、
足
利
将
軍
家
が
文
化
を
リ
ー
ド
し
た

時
代
で
あ
る
。
美
術
史
に
関
し
て
は
青
磁
な
ど
の
唐
物
や
牧
谿
画
に
代
表
さ
れ

る
唐
絵
な
ど
の
中
国
趣
味
に
軸
足
を
置
き
、
文
学
芸
能
に
関
し
て
は
能
と
連
歌

に
軸
足
を
置
い
た
、
貴
族
的
と
い
う
に
近
い
文
化
が
栄
え
た
時
代
と
し
て
、
一

体
と
し
て
捉
え
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
北

山
文
化
と
東
山
文
化
を
区
別
し
て
も
間
違
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
両
者
の

間
に
相
違
や
、
発
展
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
専
門
書
に
お
い
て
は

と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
高
校
の
教
科
書
の
レ
ベ
ル
で
は
、
十
四
世
紀
末
か
ら

十
五
世
紀
末
ま
で
の
百
年
間
を
あ
え
て
北
山
時
代
・
東
山
時
代
と
二
つ
に
区
分

す
る
必
要
性
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

室
町
文
化
を
記
述
す
る
際
に
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
の
よ
う
に
時
代

を
細
分
せ
ず
に
一
括
し
て
述
べ
る
の
は
一
案
で
あ
る
が
、
二
期
に
区
分
す
る
場

合
に
は
、
前
期
を
水
墨
画
な
ど
の
宋
・
元
・
明
の
文
化
を
素
直
に
受
け
入
れ
た

時
期
、
後
期
を
宋
・
元
・
明
の
文
化
す
な
わ
ち
「
漢
」
と
、
平
安
時
代
以
来
の

王
朝
文
化
す
な
わ
ち
「
和
」
を
融
合
さ
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス
タ
イ
ル
を
生
み

出
し
た
時
期
と
定
義
す
べ
き
だ
ろ
う
。
後
期
は
狩
野
派
が
台
頭
し
た
時
期
で
あ

り
、
社
寺
縁
起
絵
巻
や
地
獄
絵
な
ど
に
庶
民
的
な
表
現
が
現
れ
始
め
た
時
期
で

も
あ
る
。
茶
の
湯
に
お
け
る
器
物
の
評
価
か
ら
見
れ
ば
、
前
期
は
宋
代
の
青
磁

を
は
じ
め
と
す
る
唐
物
の
完
璧
な
造
形
が
絶
対
視
さ
れ
た
時
代
、
後
期
は
そ
れ

を
卒
業
し
て
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
国
内
で
焼
造
さ
れ
た
器
の
素
朴
な
美
し
さ
に

気
付
い
た
時
代
、
す
な
わ
ち
「
わ
び
」
の
美
意
識
が
確
立
し
た
時
代
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

前
期
と
後
期
を
分
か
つ
線
を
ど
こ
に
引
く
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
か

も
し
れ
な
い
。「
漢
」
と
「
和
」
が
併
存
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
、
融
合
に
進

ん
で
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
両
者
は
少
し
ず
つ
融
合
し
て
い
っ
た
に
相
違

な
く
、
明
確
な
線
を
引
く
の
は
難
し
い
。

水
墨
画
の
和
風
化
は
狩
野
正
信
が
担
当
し
た
文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
造

営
の
東
山
殿
の
襖
絵
に
早
く
も
萌
芽
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が（

（
（

、
同
一
画
面
に

水
墨
と
や
ま
と
絵
の
技
法
が
共
存
す
る
作
例
は
、
狩
野
元
信
に
よ
る
大
仙
院
の

襖
絵
（
一
五
一
三
年
以
降
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
襖
絵
に
し
て
も
、

表
現
の
本
質
は
中
国
画
に
学
ん
だ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
あ
る
。
和
風
化
の
本
質
を
デ

ザ
イ
ン
的
な
処
理
と
み
れ
ば
、
本
格
的
な
和
漢
融
合
は
、
天
文
十
九
（
一
五
五

〇
）
年
に
老
齢
の
元
信
が
描
い
た
四
季
花
鳥
図
屏
風
（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
か
ら

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
屏
風
で
は
、
ベ
タ
な
金
地
や
金
雲
が
画
面

の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
。

茶
の
湯
に
お
け
る
器
物
の
評
価
に
関
し
て
は
、
珠
光
（
一
四
二
二
～
一
五
〇

二
）
が
侘
び
た
唐
物
の
碗
を
使
っ
た
時
か
、
武
野
紹
鴎
（
一
五
〇
二
～
一
五
五

五
）
が
朝
鮮
半
島
で
焼
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
高
麗
物
や
和
物
を
使
っ
た
時
か
、
な
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ど
様
々
な
意
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。
私
見
で
は
、
狭
義
の
東
山
文
化
は
将
軍
家
主

導
の
文
化
が
最
終
局
面
に
入
っ
た
段
階
で
あ
り
、
唐
絵
唐
物
絶
対
視
の
最
後
の

時
期
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
義
政
の
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
東
山

御
物
は
東
山
文
化
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
当
時
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た

唐
物
の
最
高
の
品
々
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
義
政
が
一
代
で
築
き
上
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
義
満
・
義
持
・
義
教
と
代
を

重
ね
て
蓄
え
ら
れ
た
将
軍
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
北
山
・
東
山
と
区

別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

筆
者
は
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
あ
た
る
十
六
世
紀
を
、
美
術
史
が

中
世
か
ら
近
世
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
極
め
て
重
要
な
時
代
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
認
識
は
、
筆
者
一
人
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
時
代
の
絵
画
史
を
専

門
と
す
る
並
木
誠
士
は
著
書（

（
（

の
中
で
、
和
漢
融
合
な
ど
の
表
現
に
つ
い
て
は
も

ち
ろ
ん
、
絵
画
を
鑑
賞
す
る
場
が
成
立
し
た
こ
と
や
、
町
絵
師
の
よ
う
な
新
た

な
制
作
者
が
登
場
し
た
こ
と
、
風
俗
画
が
成
立
し
た
こ
と
な
ど
、
十
六
世
紀
が

様
々
な
面
で
変
革
が
進
ん
だ
重
要
な
時
代
で
あ
っ
た
と
力
説
し
て
い
る
。

室
町
文
化
を
二
つ
に
分
か
つ
と
す
れ
ば
、
石
井
良
助
が
提
案
し
た
よ
う
に
応

仁
の
乱
で
分
け
る
の
は
一
案
だ
が
、
筆
者
に
は
十
五
世
紀
と
十
六
世
紀
の
境
が

大
き
な
節
目
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
ど
こ
に
線
を
引
く
に
し
て
も
、

後
期
の
中
核
は
和
漢
融
合
が
進
ん
だ
十
六
世
紀
に
あ
り
、
そ
れ
を
東
山
文
化
と

呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

《
戦
国
時
代
の
評
価
》

日
本
史
教
科
書
の
十
六
世
紀
の
文
化
、
と
り
わ
け
美
術
の
扱
い
は
、
十
五
世

紀
に
比
べ
て
軽
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
美
術
に
お
け
る
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
十
五
世
紀
よ
り
十
六
世
紀
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
十
六
世
紀
の
文
化
が
軽
く
見
ら
れ
た
の
は
、
歴
史
家
に

よ
っ
て
戦
国
時
代
は
文
化
の
時
代
で
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
か
も

し
れ
ず
、
十
五
世
紀
後
半
の
東
山
文
化
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
の
裏
返
し
か
も

し
れ
な
い
。

応
仁
の
乱
以
後
の
室
町
時
代
後
半
は
、
一
般
に
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
ご
く
一
部
の
教
科
書
を
除
い
て
、「
戦
国
時
代
の
文
化
」
と
い
っ
た
項

目
は
見
か
け
る
こ
と
が
な
い
。
ち
な
み
に
最
新
版
『
詳
説
』
に
戦
国
大
名
の
語

は
見
え
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
戦
国
時
代
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
絵
画
に
関
す
る
記
述
は
、
す
べ
て
「
東
山
文

化
」
に
押
し
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
編
集
方
針
に
よ
っ
て
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
の
が
雪
村
（
一
五
〇

四
？
～
一
五
八
九
頃
）
で
あ
る
。
主
に
茨
城
や
福
島
で
活
動
し
た
雪
村
は
京
に

上
る
こ
と
の
な
か
っ
た
田
舎
の
画
僧
で
あ
る
が
、
大
胆
な
構
成
力
に
ユ
ー
モ
ア

も
兼
ね
備
え
た
独
自
の
ス
タ
イ
ル
が
明
治
の
こ
ろ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
岡
倉
天
心
も
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
が
、
戦
後
の
日
本

史
教
科
書
に
お
い
て
は
冷
遇
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
秀
英

出
版
の
『
改
訂
日
本
史
』（
藤
木
邦
彦
、
一
九
六
八
年
）
に
名
が
み
え
た
だ
け
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で
あ
っ
た
。
こ
の
教
科
書
で
は
「
室
町
・
戦
国
の
文
化
」
と
い
う
大
き
な
項
目

名
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
雪
村
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

雪
村
は
一
五
〇
〇
年
前
後
の
生
ま
れ
な
の
で
、
東
山
文
化
を
拡
大
解
釈
し
て

組
み
入
れ
る
の
は
さ
す
が
に
無
理
が
あ
り
、
一
五
八
〇
年
代
ま
で
生
き
て
い
る

の
で
晩
年
は
安
土
桃
山
時
代
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
絵
に
は
桃
山

絵
画
の
派
手
さ
は
な
い
。
常
陸
の
名
門
佐
竹
氏
に
生
ま
れ
た
ま
さ
し
く
戦
国
時

代
の
絵
師
で
あ
り
、「
戦
国
時
代
の
文
化
」
と
い
う
項
目
が
あ
れ
ば
そ
の
名
が

載
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
現
在
の
教
科
書
の
章
立
て
で
は
、
当
て
は

め
る
場
所
が
な
い
の
だ
ろ
う
。

教
科
書
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
こ
の
時
期
の
重
要
な
絵
師
や
作
品
は
雪
村
だ

け
で
は
な
い
。
先
に
教
科
書
に
お
け
る
や
ま
と
絵
屏
風
の
不
在
に
触
れ
た
が
、

例
え
ば
金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
の
日
月
山
水
図
屏
風
は
十
六
世
紀
に
制
作
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
名
品
で
あ
り
、
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
教
科
書
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
十
五
世
紀
か
ら

十
六
世
紀
に
か
け
て
の
文
化
史
の
枠
組
み
が
東
山
文
化
と
桃
山
文
化
だ
け
で
あ

り
続
け
る
な
ら
、
こ
の
屏
風
の
よ
う
な
重
要
な
作
品
が
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
。

《
桃
山
絵
画
の
本
質
》

安
土
桃
山
時
代
の
始
ま
り
は
室
町
幕
府
が
事
実
上
滅
亡
し
た
元
亀
四
年
（
一

五
七
三
）
と
見
る
の
が
一
般
的
で
、
終
焉
に
つ
い
て
は
政
治
史
で
は
江
戸
に
幕

府
が
開
か
れ
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
と
見
る
の
が
普
通
だ
が
、
美
術
史
で

は
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
た
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
ま
で
と
す
る
こ
と
が
多
い
。

絢
爛
豪
華
な
桃
山
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
強
烈
で
、
美
術
史
に
そ
の

時
代
区
分
を
設
け
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
異
論
は
存
し
な
い
よ
う
だ
。
確
か
に
桃

山
時
代
の
絵
画
は
、
前
後
の
時
代
か
ら
画
然
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

桃
山
時
代
を
代
表
す
る
狩
野
永
徳
や
長
谷
川
等
伯
が
天
下
人
に
仕
え
た
絵
師
で

あ
り
、
江
戸
初
期
の
俵
屋
宗
達
が
民
間
の
絵
師
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
の
違
い

は
大
き
く
、
そ
れ
が
絵
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
直
結
し
て
い
る
。
等
伯
（
一
五

三
九
～
一
六
一
〇
）
の
活
躍
期
は
一
七
世
紀
初
頭
に
及
ん
で
お
り
、
宗
達
と
実

は
重
な
る
の
だ
が
、
や
は
り
等
伯
は
桃
山
時
代
の
絵
師
、
宗
達
は
江
戸
時
代
の

絵
師
と
見
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

た
だ
戦
国
時
代
の
狩
野
元
信
か
ら
江
戸
時
代
の
狩
野
派
の
礎
を
築
い
た
狩
野

探
幽
ま
で
は
、
一
つ
の
流
れ
と
見
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。
十
六
世
紀
か
ら
十

七
世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
を
列
挙
す
れ
ば
、
元
信
、
永
徳
、
光

信
、
山
楽
、
探
幽
、
山
雪
ら
の
狩
野
派
の
絵
師
は
も
ち
ろ
ん
、
等
伯
や
海
北
友

松
ら
の
桃
山
時
代
を
彩
っ
た
絵
師
か
ら
、
江
戸
初
期
の
宗
達
や
又
兵
衛
に
い
た

る
ま
で
、
こ
の
時
代
の
絵
師
に
は
水
墨
画
と
着
彩
画
を
自
在
に
描
き
こ
な
せ
た

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
十
五
世
紀
の
絵
描
き
が
、
水
墨
を
専
門
と
す
る
画
僧

と
、
や
ま
と
絵
の
み
を
描
く
伝
統
的
な
絵
師
に
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
る
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
表
現
力
を
生
命
と
す
る
水
墨
の
技
術
は
、
基

本
的
に
は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
ま
と
絵
の
伝
統
を
踏
ま

え
る
彩
色
画
は
、
塗
り
絵
的
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
生
命
と
す
る
。
た
と
え
ば
日

本
水
墨
画
史
上
の
傑
作
で
あ
る
等
伯
の
松
林
図
屏
風
は
松
林
を
包
む
空
気
の
写
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実
的
な
表
現
に
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
、
同
じ
等
伯
に
よ
る
智
積
院
の
楓
図
襖
の
絢

爛
た
る
画
面
は
、
色
面
の
デ
ザ
イ
ン
的
な
配
置
に
冴
え
を
見
せ
る
。
両
者
は

ま
っ
た
く
対
照
的
な
ス
タ
イ
ル
な
の
だ
が
、
こ
の
時
代
の
絵
師
た
ち
は
時
に
両

者
を
使
い
分
け
、
時
に
一
つ
の
画
面
に
共
存
さ
せ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
伝
来

し
た
写
実
的
な
中
国
ス
タ
イ
ル
（
漢
）
と
、
王
朝
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
デ
ザ
イ

ン
的
な
や
ま
と
絵
ス
タ
イ
ル
（
和
）
を
融
合
さ
せ
て
、
新
た
な
時
代
に
相
応
し

い
絵
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

リ
ア
リ
ズ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
性
の
融
合
は
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け

て
の
絵
師
達
が
等
し
く
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
絵
画
史
を
考
え

る
際
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
豪
華
絢
爛
さ
が
際
立
つ
桃
山
文
化
は
、
前

後
の
時
代
か
ら
区
分
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
美
術
史
は
途
切

れ
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る
。
政
治
史
に
文
化
史
を
寄
り
添
わ
せ
る
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
る
。

《
濃
絵
の
問
題
》

『
詳
説
』
の
桃
山
美
術
の
項
に
は
、「
金
箔
地
に
青
・
緑
を
彩
色
す
る
濃
絵
の

豪
華
な
障
壁
画
が
描
か
れ
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
濃
絵
の
語
に
は
太
字
が

使
わ
れ
て
い
る
が
、
現
代
の
美
術
史
研
究
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
用
語
だ

ろ
う
。
桃
山
時
代
の
障
壁
画
と
い
え
ば
ま
ず
狩
野
永
徳
の
名
が
想
起
さ
れ
る
が
、

二
〇
〇
七
年
に
京
都
国
立
博
物
館
が
開
催
し
た
「
狩
野
永
徳
展
」
の
カ
タ
ロ
グ

で
は
、
後
で
触
れ
る
『
信
長
公
記
』
の
引
用
箇
所
を
除
け
ば
、
濃
絵
の
典
型
と

い
う
べ
き
唐
獅
子
図
屏
風
や
檜
図
屏
風
の
解
説
に
お
い
て
も
こ
の
語
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
や
『
カ
ラ
ー
版
日
本
美
術
史
』
は
、
桃
山
時
代
の

金
地
に
色
鮮
や
か
な
彩
色
で
描
か
れ
た
絵
に
つ
い
て
、「
金
碧
障
壁
画
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

濃
絵
と
い
う
用
語
が
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
に
山
川
出
版

社
が
投
入
し
た
新
シ
リ
ー
ズ
『
詳
説
』
が
最
初
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
ま
で
美
術
史
学
が
こ
の
濃
絵
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
少
し
前
の
『M

U
SEU

M

』
一
九
五
四
年
一
月
号
の
桃
山
美
術
特
集

を
見
る
と
、
巻
頭
の
谷
信
一
の
論
文
は
「
墨
絵
か
ら
濃
絵
へ
（
桃
山
障
壁
画
序

説
）」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
続
く
持
丸
一
夫
の
「
桃
山
時
代
の
絵
画
」
と
い
う

論
文
は
、「
金
碧
画
と
い
う
の
は
方
十
糎
内
外
の
薄
い
金
箔
を
は
り
つ
め
た
画

面
に
濃
厚
な
る
岩
絵
具
に
よ
っ
て
彩
色
し
た
絵
を
い
い
、
当
時
の
言
葉
で
は
濃

絵
と
も
呼
ば
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
戦
後
の
桃
山
絵
画
研
究
に
お
い
て
は
あ

る
程
度
使
わ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）
の
「
濃
絵
」
の
項
目
を

確
認
す
る
と
、「
日
本
近
世
の
障
壁
画
な
ど
で
金
碧
濃
彩
画
を
指
す
。「
だ
む
」

と
は
、
古
語
に
い
う
〝
彩
む
〟
の
音
濁
化
し
た
も
の
（
以
下
略
）」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
彩
色
さ
れ
た
絵
の
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
『
角
川
古
語
大
辞

典
第
４
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
を
引
け
ば
、『
雅
亮
装
束
抄
』
の「
平

絹
の
か
ざ
み
の
上
の
袴
、
う
ち
ぎ
ぬ
ま
た
常
の
こ
と
な
り
。
こ
れ
も
い
く
へ
も

か
さ
ね
て
た
み
ゑ
も
か
き
…
」
や
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
「
た
み
ゑ
か
き
た

る
破
籠
十
合
に
供
御
・
御
肴
を
入
れ
て
…
」
と
い
う
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

前
者
で
は
染
織
品
、
後
者
で
は
工
芸
品
に
描
か
れ
た
絵
を
濃
絵
と
呼
ん
で
い
る
。

平
安
時
代
の
有
職
故
実
書
や
鎌
倉
中
期
の
日
記
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
濃
絵
は
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古
く
か
ら
あ
る
言
葉
で
あ
り
、
決
し
て
桃
山
時
代
の
金
碧
障
壁
画
だ
け
に
用
い

ら
れ
た
用
語
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
史
の
教
科
書
が
濃
絵
と
い
う
言
葉
を
太
字
で
使
う
の
は
、『
信
長
公
記
』

に
こ
の
語
が
出
て
く
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
巻
十
一
の
天
正
六
年
正
月
の

「
御
茶
の
湯
の
言
」
の
段
に
、「
三
国
の
名
所
を
、
狩
野
永
徳
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
、

濃
絵
に
移
さ
れ
、
色
々
、
御
名
物
は
せ
集
ま
り
、
心
も
詞
も
及
ば
れ
ず
」
と
あ
っ

て
、
確
か
に
永
徳
が
安
土
城
に
濃
絵
を
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
信
長
公
記
』
は
安
土
城
の
襖
絵
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
貴
重
な
文
献
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
巻
九
の
天
正
四
年
の
「
安
土
の
御
普
請
首
尾
仕
る
の
事
」
の

段
に
、
安
土
城
の
各
部
屋
に
つ
い
て
広
さ
と
襖
絵
の
画
題
が
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
「
西
十
二
畳
敷
、
墨
絵
に
梅
の
御
絵
を
、
狩
野
永
徳
に
仰
せ
つ

け
ら
れ
、
か
か
せ
ら
れ
候
。
何
れ
も
、
下
よ
り
上
ま
で
、
御
座
敷
の
内
、
御
絵

所
、
悉
く
金
な
り
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
っ
て
、
西
の
十
二
畳
の
部
屋
に
は
金

地
に
水
墨
で
梅
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
く
「
金
な
り
」
と
記

さ
れ
る
部
屋
が
他
に
三
つ
あ
る
が
、
他
の
部
屋
に
つ
い
て
は
画
題
の
み
を
記
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ど
こ
に
も
濃
絵
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
。

墨
絵
と
注
記
し
て
い
な
い
襖
絵
は
彩
色
画
、
す
な
わ
ち
濃
絵
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
金
な
り
」
と
注
記
す
る
部
屋
と
注
記
し
な
い
部
屋
が
あ
る
の
は
、

金
が
多
用
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
金
地
の
濃
絵
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
濃
絵
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

彩
色
画
の
す
べ
て
が
金
碧
画
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
、
濃
絵
が
わ
ざ
わ
ざ
特
記

す
る
ま
で
も
な
い
普
通
の
技
法
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
詳
説
』
は
「
金
箔
地
に
青
・
緑
を
彩
色
す
る
濃
絵
の
豪
華
な
障
壁
画
が
描

か
れ
…
」
と
記
し
て
い
る
が
、
濃
絵
が
単
に
彩
色
画
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
濃

絵
の
す
べ
て
が
金
箔
地
の
豪
華
な
絵
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
昔
か
ら

使
わ
れ
た
言
葉
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
桃
山
時
代
を
特
徴
づ
け
る
技
法
で
は
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
永
徳
が
濃
絵
を
描
い
た
こ
と
自
体
は
事
実
で
あ
る
し
、

歴
史
研
究
者
が
文
献
に
見
え
る
語
句
を
重
視
さ
れ
る
の
も
理
解
で
き
る
が
、
美

術
史
に
お
い
て
は
桃
山
的
な
絢
爛
豪
華
な
絵
は
金
碧
画
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
校
の
教
科
書
に
重
要
語
句
と
し
て
太
字
で
示
す
に
値

す
る
言
葉
か
ど
う
か
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
江
戸
時
代
初
期
の
位
置
づ
け
》

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
合
戦
を
境
に
世
の
中
が
大
き
く
動
い

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
江
戸
に
幕
府
が
開
か

れ
て
政
治
の
中
心
が
移
動
し
た
時
点
を
政
治
史
の
区
切
り
と
す
る
こ
と
に
は
十

分
な
理
由
が
あ
る
が
、
文
芸
や
絵
画
の
表
現
が
そ
れ
を
境
に
一
変
し
た
わ
け
で

は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
文
化
を
桃
山
文
化
と
連
続
さ
せ
る

か
、
元
禄
文
化
に
含
め
る
か
、
そ
れ
と
も
独
立
さ
せ
る
か
の
選
択
は
、
教
科
書

編
集
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
問
題
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

美
術
に
関
し
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
俵
屋
宗
達
と
岩
佐
又
兵
衛
、
そ
れ
に

狩
野
探
幽
で
あ
る
。

ま
ず
宗
達
（
生
没
年
不
詳
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
桃
山
画
壇

の
雄
長
谷
川
等
伯
と
の
距
離
は
意
外
に
近
く
、
桃
山
美
術
と
江
戸
美
術
を
つ
な

ぐ
絵
師
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
宗
達
に
は
王
朝
文
化
の
復
興
者
と
い
う
性
格
が
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色
濃
い
が
、
そ
れ
以
前
の
や
ま
と
絵
の
雲
が
雲
形
の
中
を
金
や
白
で
塗
り
こ
め

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
風
神
雷
神
図
屏
風
の
た
ら
し
込
み
の

技
法
で
描
か
れ
た
雲
は
、
伝
統
的
な
や
ま
と
絵
に
は
な
い
リ
ア
ル
を
求
め
た
も

の
と
言
え
よ
う
。
宗
達
に
蓮
池
水
禽
図
な
ど
の
水
墨
画
の
傑
作
が
あ
る
こ
と
は
、

あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

岩
佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
～
一
六
五
〇
）
の
名
は
ま
だ
『
詳
説
』
に
は
見
え

な
い
が
、
教
科
書
に
載
せ
る
べ
き
重
要
な
絵
師
で
あ
る
。
又
兵
衛
が
源
氏
物
語

に
取
材
し
て
描
い
た
野
々
宮
図
（
図
２
、
出
光
美
術
館
蔵
）
に
は
、
鳥
居
の
柱

の
丸
み
を
表
現
す
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
墨
技
と
、
着
衣
の
緻
密
な
文
様
を
描

き
出
す
線
描
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
墨
一
色
で
描
か

れ
た
こ
の
絵
は
水
墨
画
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
が
、
緻
密
な
細
線
に
よ
る
表
現

は
鎌
倉
時
代
の
白
描
画
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
や
ま
と
絵
と
呼
ん

で
み
た
く
な
る
。

宗
達
に
は
光
琳
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
江
戸
的
な
要
素
が
濃
い
。
風
俗
画
家

と
し
て
の
又
兵
衛
の
先
駆
性
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
両
者
を

江
戸
美
術
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
据
え
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
や
ま
と
絵

と
水
墨
画
の
融
合
と
い
う
点
で
は
、
両
者
と
も
十
六
世
紀
か
ら
の
流
れ
を
し
っ

か
り
受
け
継
い
だ
絵
師
で
あ
っ
た
。

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
は
関
ケ
原
合
戦
後
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
活

躍
期
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
以
降
に
な
る
。
ま
さ
に
寛
永
期
の
絵

師
で
あ
る
。
そ
の
瀟
洒
な
画
風
は
祖
父
永
徳
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
画
風
か
ら
は

遠
く
、
桃
山
美
術
に
組
み
入
れ
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
た
だ
権
力
者
の
御
用
を

務
め
る
狩
野
派
の
処
世
や
、
や
ま
と
絵
と
水
墨
画
を
と
も
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

し
、
時
に
両
者
を
融
合
さ
せ
る
路
線
は
、
元
信
以
来
の
流
れ
と
し
て
記
述
す
る

方
が
分
か
り
や
す
い
。

か
つ
て
の
日
本
史
教
科
書
を
確
認
し
て
お
く
と
、
多
く
の
教
科
書
は
宗
達
と

探
幽
を
「
元
禄
文
化
」
の
項
で
取
り
上
げ
て
い
た
が
、
何
人
か
の
注
意
深
い
編

集
者
は
、
特
に
宗
達
を
元
禄
文
化
に
含
め
る
こ
と
の
無
理
に
気
付
い
て
い
た
。

一
九
六
五
年
の
東
京
書
籍
『
日
本
史
』（
石
井
孝
・
風
間
泰
男
・
菱
刈
隆
永
）

は
「
桃
山
文
化
」
の
大
項
目
の
中
に
「
桃
山
文
化
の
継
承
」
と
い
う
小
項
目
を

立
て
て
、
宗
達
・
本
阿
弥
光
悦
・
探
幽
・
土
佐
光
起
・
住
吉
具
慶
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
一
九
六
八
年
の
山
川
出
版
社
『
改
訂
版
詳
説
日
本
史
』（
宝
月
圭
吾
・

藤
木
邦
彦
）
と
『
改
訂
版
要
説
日
本
史
』（
宝
月
圭
吾
・
藤
木
邦
彦
）
は
「
桃

山
文
化
」
の
項
で
宗
達
を
取
り
上
げ
、
同
年
の
帝
国
書
院
『
高
等
学
校
新
日
本

史
』（
安
田
元
久
他
）
は
「
桃
山
文
化
の
展
開
」
の
項
で
探
幽
・
光
起
・
住
吉

如
慶
・
宗
達
・
光
悦
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
宗
達
を
元
禄

図
２　

岩
佐
又
兵
衛　

野
々
宮
図
（
出
光
美
術
館
）
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文
化
で
は
な
く
桃
山
文
化
の
文
脈
で
説
明
し
、
東
京
書
籍
と
帝
国
書
院
の
教
科

書
は
そ
こ
に
探
幽
も
抱
き
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

最
新
版
『
詳
説
』
は
「
桃
山
文
化
」
と
「
元
禄
文
化
」
の
間
に
「
寛
永
期
の

文
化
」
と
い
う
小
項
目
を
置
い
て
、
探
幽
・
宗
達
・
光
悦
の
三
人
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
江
戸
初
期
を
独
立
さ
せ
る
時
代
区
分
は
、
一
九
七
七
年
の
『
詳
説
日

本
史
改
訂
版
』（
井
上
光
貞
・
笠
原
一
男
・
児
玉
幸
多
）
が「
江
戸
初
期
の
文
化
」

と
い
う
小
項
目
を
置
い
た
の
が
最
初
と
思
わ
れ
、
一
九
九
四
年
の
『
詳
説
日
本

史
』（
石
井
進
・
笠
原
一
男
・
児
玉
幸
多
・
笹
山
晴
生
）
か
ら
は
「
寛
永
期
の

文
化
」
の
項
目
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
初
期
を
別
項
目
と
す
る
の
は
ス

マ
ー
ト
な
解
決
策
に
見
え
る
が
、
桃
山
時
代
と
寛
永
の
間
に
は
十
年
に
及
ぶ
元

和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
が
挟
ま
る
の
で
、「
江
戸
初
期
の
文
化
」
で
は

な
く
「
寛
永
期
の
文
化
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
場
合
は
、
桃
山
文
化
と
不
連

続
な
印
象
が
強
く
な
る
。

寛
永
期
を
文
化
史
の
独
立
し
た
区
分
と
見
る
史
観
は
、
岡
倉
天
心
に
始
ま
る

だ
ろ
う
。
天
心
は
日
本
美
術
史
を
大
別
し
て
、「
古
代
、
中
世
、
近
世
の
三
時

代
と
な
し
、
古
代
は
奈
良
朝
、
中
世
は
藤
原
氏
時
代
、
近
世
は
足
利
氏
時
代
」

と
す
る
独
自
の
史
観
を
持
っ
て
お
り
、
足
利
時
代
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
四
分
し

て
、
第
一
期
を
東
山
時
代
、
第
二
期
を
豊
臣
時
代
、
第
三
期
を
寛
永
時
代
、
第

四
期
を
寛
政
時
代
と
名
付
け
て
い
る
。
中
で
も
天
心
が
高
く
評
価
し
た
の
は
東

山
時
代
で
、
そ
の
「
高
淡
な
」
趣
に
、
高
い
精
神
性
を
見
た
の
で
あ
る
。

天
心
は
寛
永
時
代
の
特
質
に
つ
い
て
、「
第
一
に
は
足
利
時
代
に
還
り
た
る

こ
と
こ
れ
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
「
足
利
時
代
の
雪
舟
、
正
信
の
美

術
は
時
を
経
て
漸
々
淡
泊
の
風
を
失
い
、
太
閤
時
代
に
い
た
り
て
は
華
美
と
な

り
（
中
略
）
ゆ
え
に
東
山
美
術
は
豊
臣
時
代
に
一
度
脈
絡
を
破
ら
れ
た
り
。
し

か
れ
ど
も
徳
川
氏
は
質
素
倹
約
を
守
り
（
中
略
）
極
め
て
淡
泊
な
る
美
術
を
愛

す
る
に
い
た
れ
り
」
と
評
し
て
い
る
。
天
心
は
探
幽
の
淡
泊
な
画
風
に
東
山
時

代
の
「
高
淡
」
の
再
現
を
見
て
、
高
い
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
天

心
に
と
っ
て
寛
永
期
の
美
術
は
東
山
美
術
の
再
生
で
あ
り
、
桃
山
か
ら
連
続
す

る
流
れ
の
中
で
把
握
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
寛
永
文
化
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
林
屋

辰
三
郎
著
『
中
世
文
化
の
基
調
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
三
年
）
あ
た

り
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
林
屋
は
こ
の
有
名
な
著
作
で
、
寛
永
文
化
は
「
中

世
の
創
造
的
文
化
の
終
点
で
あ
り
、
伝
統
的
文
化
の
起
源
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
た
だ
、『
詳
説
』
は
今
も
「
寛
永
期
の
文
化
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て

い
る
の
で
、「
寛
永
文
化
」
と
い
う
用
語
が
そ
の
後
広
く
定
着
し
た
わ
け
で
も

な
い
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
初
期
を
代
表
す
る
絵
師
を
探
幽
と
見
る
な
ら
「
寛
永
期
の
文
化
」

と
い
う
時
代
区
分
に
も
一
理
あ
る
が
、
宗
達
や
又
兵
衛
を
重
く
見
る
な
ら
、「
桃

山
・
江
戸
初
期
の
文
化
」
と
い
う
括
り
の
ほ
う
が
適
当
だ
ろ
う
。
実
際『
カ
ラ
ー

版
日
本
美
術
史
』
は
、
第
Ⅸ
章
を
「
桃
山
・
江
戸
Ⅰ
（
江
戸
初
期
）
時
代
」
と

し
て
い
る
。
美
術
史
の
立
場
か
ら
は
的
確
と
思
え
る
時
代
区
分
だ
が
、
桃
山
時

代
と
江
戸
時
代
を
は
っ
き
り
区
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
日
本
史
教
科
書
に
お
い
て

は
、
採
用
し
に
く
い
時
代
区
分
な
の
だ
ろ
う
。
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《
美
術
史
の
大
き
な
構
図
》

日
本
美
術
の
展
開
を
考
え
る
際
、
中
国
美
術
の
輸
入
と
消
化
と
い
う
要
素
は

極
め
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
遣
唐
使
に
よ
る
唐
の
美
術
の
輸
入

と
、
そ
の
中
止
を
き
っ
か
け
と
す
る
国
風
美
術
の
醸
成
と
い
う
流
れ
は
典
型
的

な
も
の
だ
が
、
室
町
時
代
に
関
し
て
も
、
十
四
・
十
五
世
紀
は
宋
元
の
美
術
を

素
直
に
受
け
入
れ
た
時
期
、
十
六
世
紀
は
新
来
の
宋
元
美
術
を
従
来
の
王
朝
美

術
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
、
新
た
な
日
本
美
術
を
生
み
出
し
た
時
期
と
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

狩
野
派
の
二
代
目
元
信
は
漢
画
と
や
ま
と
絵
を
融
合
さ
せ
る
路
線
を
選
択
す

る
が
、
中
国
水
墨
画
の
単
な
る
コ
ピ
ー
か
ら
の
脱
皮
を
目
指
し
た
大
き
な
路
線

変
更
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
信
以
後
の
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
は
、

中
国
風
の
水
墨
画
も
、
王
朝
文
化
を
引
き
継
ぐ
や
ま
と
絵
も
、
と
も
に
描
く
こ

と
が
で
き
た
。
宗
達
も
又
兵
衛
も
、
も
ち
ろ
ん
探
幽
も
、
そ
の
よ
う
な
和
漢
融

合
路
線
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
列
す
る
尾
形
光
琳

の
場
合
は
和
の
比
重
が
か
な
り
高
く
、
大
和
絵
師
と
見
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
彼
が
宗
達
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
く
、
新
た
な

元
禄
美
術
の
樹
立
者
と
見
る
よ
り
、
宋
元
画
と
や
ま
と
絵
の
融
合
路
線
の
最
終

ラ
ン
ナ
ー
と
見
る
の
が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

美
術
史
の
様
式
変
遷
に
は
、
外
来
の
要
素
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
貿
易
や
外
交
な
ど
の
政
治
的
な
問
題
も
関

わ
り
は
し
た
が
、
文
化
史
は
必
ず
し
も
政
治
史
と
連
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
内
の
政
権
移
動
な
ど
の
政
治
的
要
因
よ
り
も
、
外
来
文
化
の
摂
取
と
、
そ
れ

を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
す
る
サ
イ
ク
ル
の
方
が
、
日
本
の
美
術
史
の
大
き
な

様
式
転
換
に
は
重
要
で
あ
っ
た
。
隋
・
唐
の
仏
教
美
術
、
宋
・
元
の
水
墨
画
、

明
・
清
の
写
実
画
と
い
う
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
た
中
国
美
術
の
受
容
と
、
そ
の

時
間
を
か
け
た
消
化
の
サ
イ
ク
ル
が
、
美
術
史
の
展
開
に
は
深
く
関
与
し
た
の

で
あ
る
。

江
戸
時
代
は
長
く
鎖
国
の
時
代
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
研
究
は
、
海
外

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
や
情
報
が
、
文
化
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
十
七
世
紀
後
半
の
黄
檗
宗
の
請
来
、
元
禄
年

間
以
降
の
『
芥
子
園
画
伝
』
な
ど
の
絵
手
本
の
輸
入
と
国
内
で
の
翻
刻
、
享
保

十
六
年
（
一
七
三
一
）
の
中
国
人
画
家
沈
南
蘋
の
来
日
な
ど
の
動
き
が
新
し
い

中
国
文
化
の
流
入
を
促
し
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
る
洋
書
輸
入
の
部
分
的
解
禁

以
降
西
洋
の
絵
画
が
流
入
し
始
め
、
進
取
の
気
性
に
富
む
絵
師
た
ち
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
筆
者
の
最
大
の
関
心
は
、
日
本
史
教
科
書
の
江
戸
時

代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
文
化
の
扱
い
に
あ
る
が
、
十
八
世
紀
後
半
以
降

の
絵
画
史
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
秀
で
た
明
清
画
と
西
洋
絵
画
の
影
響
抜
き
に
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
詳
細
な
検
討
は
、
次
の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
し
よ

う
。以

上
、
日
本
史
教
科
書
の
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
文
化

の
記
述
を
検
討
し
て
み
た
。
本
稿
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
終
始
し
、
具
体
的
な

改
善
案
に
は
及
べ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た

い
。
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註（
（
）
辻
惟
雄
監
修
、
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
初
版
、
二
〇
一
一
年
増
補
新
装
第
９
版

（
（
）
講
談
社
学
術
文
庫
・
日
本
の
歴
史
十
二
、
二
〇
〇
九
年

（
（
）
相
澤
正
彦
「
室
町
時
代
に
お
け
る
水
墨
画
の
広
が
り
─
禅
、
文
人
、
権
力
」（
上
野
記
念

財
団
研
究
報
告
書
第
四
十
三
冊
『
日
本
国
内
に
お
け
る
禅
宗
文
化
の
受
容
と
伝
播
』、
二
〇

一
六
年
）　

な
お
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
相
澤
氏
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。

（
（
）
並
木
誠
士
『
絵
画
の
変
─
日
本
美
術
の
絢
爛
た
る
開
花
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）

２
点
の
挿
図
は
出
光
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
よ
り
転
載
し
た
。


